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Ⅰ 一般学力検査結果の概要 

 

令和４年３月７日（月）・８日（火）に実施した広島県公立高等学校入学者選抜における一

般学力検査について，その概要を取りまとめたので，今後の学習指導の参考としてください。 

 

１ 出題について 

  一般学力検査問題の出題に当たっては，中学校学習指導要領に示された各教科の目標に基

づき，分野・領域のバランスに留意するとともに，基礎的・基本的な内容を中心に出題した。

また，総合問題や記述問題などを取り入れることによって，思考力・判断力・表現力等をみ

るよう配慮した。 

  出題の大問数等については，次のとおりである。なお，英語においては，例年どおり実音

聴取による問題を出題した。 

 

各教科における設問数 

内容 国語 社会 数学 理科 英語 合計 

 大問数 ４ ４ ６ ４ ４ 22 

 設問数 20 24 18 24 20 106 

 選択問題 ４ ７ １ ６ ８ 26 

 記述問題等 16 17 17 18 12 80 

    ＊ 記述問題等には，漢字の書き取りや選択した理由を併せて記述する設問を含めている。  

 

２ 検査結果の概要について   

  各教科の平均点，標準偏差及び得点分布については，次のとおりであった。 

 

各教科（50点満点）の平均点 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 ５教科平均 

令和４年度 24.6 23.3 20.2 18.8 20.4 21.5 

令和３年度 21.5 26.5 21.1 24.4 21.1 22.9 

 

各教科（50点満点）の標準偏差 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 

令和４年度 8.3 9.3 9.5 11.5 11.9 

令和３年度 7.7 9.1 9.3 11.7 11.9 
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（各教科の得点分布） 
  

  

  

 

５教科合計の平均点は昨年と比べ下降した。得点分布の状況を示すグラフの全体の形はやや

左寄りの中央が高くなった山形になっている。全体として知識・技能を活用して課題を解決す

るために必要な思考力，判断力及び表現力等が十分に身に付いていないと考えられる。 

各教科の得点分布を比較すると，社会及び数学では全体の中央が高くなった山形となってお

り，応用的な問題に十分に対応できていない受検者が多いと考えられる。国語では全体の形が

右寄りの山形になっており，基礎的・基本的な学習内容が定着している受検者が多くいると考

えられる。理科及び英語では，全体の形が左寄りの山形になっており，いずれも基礎的・基本

的な学習内容の定着が不十分な受検者が多くいると考えられる。 
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教科別にみると，国語については，昨年と比べ平均点は上昇した。30％以下の得点層に属す

る受検者は全体の 14.6％と少なくない。今後学習を進めていく上での基盤となる「漢字の読み」

と「漢字の書き取り」についての正答率はそれぞれ 92.1％，71.8％と高い。また，分野・領域

別にみると，古典についての正答率が低い傾向がみられる。また，目的や意図に応じて文章の

内容を的確に捉えるとともに，古典に現れたものの見方や考え方を取り入れて自分の考えを形

成し，それを適切に表現する力に課題があると考えられる。 

社会については，昨年と比べ平均点は下降した。30％以下の得点層に属する受検者は全体の

21.6％と少なくない。60％を越える得点層に属する受検者は減少した。分野・領域別にみると，

地理についての正答率が低い傾向がみられる。また，地理的分野と公民的分野を融合した出題

において，資料を関連付けて考察し，それを表現する力に課題があると考えられる。 

数学については，昨年と比べ平均点に大きな変化はない。30％以下の得点層に属する受検者

は全体の 30.2％と少なくない。60％を越える得点層に属する受検者は 13.8％と少ない。今後学

習を進めていく上での基盤となる「簡単な数・式の計算」については正答率の平均は 79.2％と

高い。一方，数と式や図形，統計について，数学的な思考力に課題があると考えられる。また，

関数について，与えられた条件に基づいて関数のグラフを作成し，作成したグラフを基に，事

象を数学的に判断し，その理由を数学的な表現を用いて説明する力に課題があると考えられる。 

理科については，昨年と比べ平均点は下降した。30％以下の得点層に属する受検者は増加し，

全体の 43.0％と多かった。60％を越える得点層に属する受検者は 17.8％と少なかった。分野・

領域別にみると，「生命」を柱とする領域についての正答率が低い傾向がみられる。また，「エ

ネルギー」を柱とする領域において，光の反射の仕方を基に，鏡に映る像の位置及び鏡で反射

する光の道すじについて考察し，それを図で表す力に課題があると考えられる。 

英語については，昨年と比べ平均点に大きな変化はない。30％以下の得点層に属する受検者

は全体の 39.3％と多かった。分野・領域別にみると，日常生活の場面において，資料を基に表

現内容を工夫してコミュニケーションを行うことについて正答率が低い傾向がみられる。また，

英文の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書

く力に課題があると考えられる。 

５教科に共通した課題としては，日常生活などを想定した課題解決の場面で，資料等から読

み取った情報を，既習の知識や学習内容等と関連付けて考察し，自分の考えをもったり判断を

したりして，その過程や結果を表現することが十分にできていない点が挙げられる。 

 この点を改善するためには，まず，日常生活や自然・社会における事象の考察，また，コミ

ュニケーションの場面などにおいて，目的や状況等に応じて判断したり表現したりするのに適

当な課題を設定することが考えられる。その課題を解決する過程において，精査した情報を基

に自分の考えを形成して文章や図によって表現し，さらに，お互いの考えを適切に伝え合うこ

とにより多様な考えを理解し，自分の考えを広げたり深めたりすることが重要である。この学

習指導を行う際に大切なのは，それぞれの教科の特質に応じた見方・考え方を働かせて思考・
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判断・表現させていくことである。そのためには，習得・活用・探究の過程の中で，各教科に

おける見方・考え方を働かせる学びを設定するとともに，教科等横断的な視点を取り入れた指

導も行うことで，深い学びにつなげていくことが重要である。 

また，高等学校においても，各教科・科目の系統性を理解した上で，義務教育段階の指導状

況や生徒の発達段階，生徒の言語能力を踏まえ，授業の構成や指導の在り方を工夫・改善して

いく必要がある。 
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Ⅱ 各教科の出題のねらい及び正答率と指導のポイント 

 

国  語 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

現代文（文学的な文章，説明的な文章），古典及び様々な形態の文章によって，基礎的・基

本的な知識及び技能，伝え合う力，思考力や想像力などをみる。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

 一は，文学的な文章について，想像力などを働かせて，場面や人物の心情などを的確に捉え，

それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

１ 漢字を正しく読むことができる。（ア 98.2％，イ 97.1％，ウ 80.9％） 

２  熟語の構成を正しく理解している。（61.8％） 

３ 文脈に即して人物の心情を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（12.2％） 

４ 話の展開に即して登場人物の心情を的確に捉えるとともに，場面や登場人物の相互の関係，

心情の変化を描写を基に的確に捉え，登場人物の言動の意味について解釈し，それを適切に

表現することができる。（(１)91.8％，(２)4.7％） 

５ 話の展開に即して人物の心情の変化を的確に捉えることができる。（89.2％）  

 

 二は，説明的な文章について，思考力などを働かせて，文章の論理的な構成や展開などを的

確に捉え，それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

１ 漢字を正しく書くことができる。（ア 37.5％，イ 86.9％，ウ 90.9％） 

２ 接続する語句の働きについて理解している。（92.3％） 

３ 論理の展開に即して内容を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（16.0％） 

４ 論理の展開に即して内容を的確に捉え，それを適切に表現することができるとともに，目

的に応じて必要な内容を的確に捉え，それを適切に表現することができる。 

（Ⅰ 18.8％，Ⅱ 7.7％） 

 

三は，古典について，基礎的な事項の理解，文章の内容などを的確に捉え，それを適切に表

現するなどの力をみる問題である。 

１ 訓読の仕方について理解している。（67.4％） 

２ 文脈に即して内容を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（21.0％） 
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３ 目的や意図に応じて文章の内容を的確に捉えるとともに，古典に表れたものの見

方や考え方を取り入れて自分の考えを形成し，それを適切に表現することができる。

（(１)15.8％，(２)16.2％） 

 

四は，様々な資料について，思考力や想像力などを働かせて，自分の考えをまとめ，それを

適切に表現するなどの力をみる問題である。 

目的に応じて文章や図表を読み，合意形成に向けて，立場や考えの違いを認めつつ，納得で

きる結論を目指して自分の考えを形成し，それを適切に表現することができる。（6.9％） 

 

※正答率詳細 

２ 指導のポイント 

 

上記の結果から，定着に課題がみられた三の３を取り上げて説明する。 

 

(1) 育成を目指す資質・能力 

伝え合う力を高め，思考力や想像力の育成を目指す。 

 

(2) 出題の意図 

この問題は，文章の内容を的確に捉え，古典に表れたものの見方や考え方を取り入れて

自分の考えを形成し，それを適切に表現する力が養われているかどうかを問う問題として

国語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

ア 98.2 0.0 1.5 0.3

イ 97.1 0.0 2.4 0.5

ウ 80.9 0.0 18.5 0.6

２ 61.8 0.0 37.9 0.3

３ 12.2 35.9 43.4 8.5

(1) 91.8 0.0 7.9 0.4

(2) 4.7 46.9 29.4 18.9

５ 89.2 0.0 10.0 0.8

ア 37.5 0.0 45.4 17.1

イ 86.9 0.0 8.6 4.6

ウ 90.9 0.0 6.3 2.8

２ 92.3 0.0 7.4 0.3

３ 16.0 41.5 37.1 5.4

Ⅰ 18.8 12.4 65.2 3.6

Ⅱ 7.7 52.8 26.4 13.1

１ 67.4 0.0 29.1 3.5

２ 21.0 6.3 64.0 8.7

(1) 15.8 17.0 53.0 14.2

(2) 16.2 25.9 36.3 21.6

四 6.9 72.7 12.7 7.7

３

問題番号

一

二

１

４

１

４

三

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

正答 部分正答 誤答 無答
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作成した。 

具体的には，菜根譚の「成果を収めるためには，あせらず，準備をすることが大切であ

る」という内容を踏まえ，新聞の「お悩み相談室」に掲載された「中学の部活動で思うよ

うに結果が出ず，高校でも同じ部活動を続けるかどうか悩んでいる」という内容の投稿に

対して意見を書くという言語活動を設定し，思考力及び表現力を問う問題として作成した。 

 

(3) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として，例えば，次のようなことが考えら

れる。 

① 古典を扱う単元において「随筆を書く―古典の知恵―」という言語活動を設定し，複数

の古典作品を読ませ，作品に表れたものの見方や考え方，作品から導き出される教訓等を

読み取らせる。 

② ①で読ませた古典作品に表れたものの見方や考え方，作品から導き出される教訓等を

挙げさせて，クラス全体で共有する。 

③ ②で共有したものの見方や考え方や教訓等と自分の知識や経験などと照らし合わせて，

納得や共感ができるか否かを考え，ノートにまとめさせる。この活動を通して，古典に描

かれるものの中には，自分に通じるものや相違のあるものがあることに気付かせる。 

  ④ ③の活動で，印象に残った作品を一つ選び，そこに見られるものの見方や考え方や教訓

等に対する自分の考えについて，これまでの知識や経験を踏まえながら随筆を書かせる。 

⑤ ④で書いた随筆をグループ内で発表し，作品の内容を踏まえた考えになっているか，相

手に伝わりやすい表現になっているかという視点から，互いの随筆を批評し合う。 

  ⑥ ⑤で出た意見を踏まえて，もう一度自分の書いた随筆の内容を検討し，随筆の表現が

より相手に伝わりやすいものになるよう推敲を行う。 

 

(4) デジタル機器の活用 

②で読み取ったことを挙げる際に，チャット機能を活用すると，即時にクラス全体で共

有することが可能になると考える。④，⑥で自分の考えたことを文章でまとめさせる際は，

端末のワードプロセッサー機能を活用すると，書き直し等も行いやすく，考えをまとめる

のに有効であると考える。 

 

(5) 留意事項 

①では，筆者のものの見方や考え方を読み取りやすい作品，生徒が共感しやすいような

教訓等を含む作品を，指導者がいくつか用意しておく必要がある。②では，読み取りに間

違いがあるようであれば，本文に根拠を求めさせたり，前後関係を読み取らせたりするな

どして，的確な読み取りとなるよう指導する。③では，教師が内容理解のための質問や知
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識や経験を引き出すための質問を適宜生徒に行うなどして，生徒が古典を自分に引き付け

て考えられるようにする。④では，随筆の書き出しと終わりのモデルを示すなど，生徒が

取り組みやすくするようにする。⑤では，作品の内容を踏まえた考えになっているか，相

手に伝わりやすい表現になっているかという２つの視点を踏まえた批評になるよう指導す

る。 
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社  会 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

地理的分野，歴史的分野及び公民的分野の３分野にわたって，基礎的・基本的な知識及び

技能，各種の資料を活用して考察し判断する能力及び考察した過程や結果を表現する能力を

みる。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１  地理的分野 

   交通を素材として取り上げ，地理的事象に関する基礎的・基本的な知識及び技能，地図・

資料を活用して考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 

 １ 扇状地の地形の特徴について理解している。（12.2％） 

 ２ 鉄道網の整備による移動時間の変化について，地図・資料を関連付けて考察し，それを

表現することができる。（a 84.6％，b 16.8％） 

 ３ 偏西風について理解している。（32.5％） 

 ４ ドイツ及び日本における旅客輸送の特色について，資料を関連付けて考察し判断すると

ともに，それを表現することができる。（34.0％） 

 ５ 地域経済の活性化を目指して取り組まれたバスの運行の新しいしくみについて，資料を

関連付けて考察し，それを表現することができる。（利用者の立場からの利点 45.6％，運

行会社の立場からの利点 40.5％） 

 

２  公民的分野 

  市場における価格の決まり方を素材として取り上げ，社会的事象に関する基礎的・基本的

な知識及び技能，資料を活用して考察し判断する能力をみる問題である。 

 １ 需要量と供給量との関係による価格の変化について，資料を読み取って考察し，判断す

ることができる。（51.9％） 

 ２ 公共料金について理解している。（13.3％） 

 ３ 独占禁止法について理解している。（Ａ 21.1％，Ｂ 41.3％） 

 ４ 希少性と選択について，資料を読み取って考察し，判断することができる。（76.4％） 

 

３  歴史的分野 

   日本の食生活を素材として取り上げ，歴史的事象に関する基礎的・基本的な知識及び技能，

地図・資料を活用して考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 
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 １ 弥生時代の日本の様子について理解している。（33.1％） 

 ２ 奈良時代の統治のしくみや税について理解している。（（1）57.6％，（2）50.0％） 

３ 鎌倉時代の農業の特色について理解している。（58.3％） 

４ 江戸時代のしょう油の流通について，地図・資料を関連付けて考察し，判断することが

できる。（54.0％） 

５ 明治時代の生活様式の変化について理解している。（60.7％） 

６ 和食を継承するための取り組みの提案について，資料を関連付けて考察し，それを表現

することができる。（31.0％） 

 

４  総合 

  持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を素材として取り上げ，地理的・歴史的・社会的事象に

関する基礎的・基本的な知識及び技能，資料を活用して考察する能力及び表現する能力をみ

る問題である。 

 １ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を達成するための課題について，資料を読み取って考

察し，それを表現することができる。（30.4％） 

 ２ 江戸の市内が衛生的であった理由について，資料を関連付けて考察し，それを表現する

ことができる。（Ａ 64.5％，Ｂ 17.5％） 

 ３ アフリカの水不足が深刻になると懸念される理由について，資料を関連付けて考察し，

それを表現することができる。（記号 72.4％，c 12.9％） 
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※正答率詳細 

 

２ 指導のポイント 

 

上記の結果から，定着に課題がみられた４３を取り上げて説明する。 

 

(1) 育成を目指す資質・能力 

   社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を現代の社会生活と関連付けて多面的・

多角的に考察したり，思考，判断したことを説明したりする力の育成を目指す。  

 

(2) 出題の意図 

   この問題は，ある社会的事象について，資料を関連付けて考察し，それを表現する力が

養われているかどうかを問う問題として作成した。 

   具体的には，アフリカとヨーロッパの人口の変化と国内総生産の変化をグラフから読み

取り，それらの変化と一人当たりの利用可能な水の量の変化とを関連付けて考察させ，今

後，アフリカの水不足が深刻になると懸念される理由を説明させる問題として作成した。 

 

(3) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として，例えば，次のようなことが考えら

れる。 

社会 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

１ 12.2 0.1 83.9 3.8

a 84.6 0.0 13.5 1.8

b 16.8 15.7 57.3 10.2

３ 32.5 0.4 63.5 3.5

４ 34.0 25.3 39.6 1.1

利用者の立場からの利点 45.6 26.6 24.8 3.0

運行会社の立場からの利点 40.5 22.3 33.8 3.4

１ 51.9 0.0 47.9 0.2

２ 13.3 29.2 49.6 7.8

A 21.1 0.6 69.7 8.6

B 41.3 0.4 43.4 14.8

４ 76.4 0.0 23.0 0.6

１ 33.1 0.0 66.6 0.4

(1) 57.6 0.0 41.8 0.6

(2) 50.0 0.0 49.7 0.3

３ 58.3 0.4 35.8 5.4

４ 54.0 0.0 45.1 0.9

５ 60.7 4.4 31.9 3.0

６ 31.0 23.9 41.8 3.4

１ 30.4 34.1 25.4 10.1

A 64.5 9.5 20.7 5.4

B 17.5 11.2 62.5 8.7

記号 72.4 0.0 25.7 1.9

ｃ 12.9 16.3 63.4 7.4

問題番号

５
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２
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２
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４
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正答 部分正答 誤答 無答
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SDGs のうちの例えば「６ 安全な水とトイレを世界中に」を選択する。 

① はじめに，アフリカで水を運ぶ子どもの写真を教師が提示する。生徒は，これまでの

学習を通して習得したアフリカと水に関わる知識を基に，問いや考えをグループで出し

合うことを通して，「アフリカで安全な水を容易に手に入れられるようにするには，ど

うすればよいか」という課題を設定する。 

② 個人でこの課題に対する解決策を考え，理由と合わせてグループ内で発表する。 

③ 教師が，安全な水を容易に手に入れられない原因を考えていくための複数の視点（気

候，人口，産業等）をクラスに提示する。 

④ グループ内で，③で提示された視点のうち，誰がどの視点を担当し，それに関連する

情報を集めるかについて役割分担を行う。個人で関連する情報を収集した後，グループ

内で共有する。 

⑤ グループで，収集した情報が原因を説明する根拠として適切かどうかを検討するとと

もに，情報から分かることを関連付けながら安全な水を容易に手に入れられない原因を

視点ごとに特定する。そして，視点ごとの原因と根拠となる情報をグループ内で共有で

きるようスライド資料にまとめる。 

⑥ ⑤で特定した複数の原因を踏まえて，個人で解決策を再度考える。 

⑦ ⑥で再考した解決策をグループで共有し，それぞれの解決策が効果や実現可能性など

の観点から妥当かどうかを検討した後に，グループで１つの解決策を練り上げる。 

⑧ グループで⑦の解決策を発表するための資料を作成する。 

⑨ ⑧の資料を基に，グループ代表がクラスで解決策を発表し，共有する。 

 

(4) デジタル機器の活用 

   ④では，１人１台の端末を用いて個人で収集した情報を，生徒が相互にアクセスできる

場所に保存することによってグループで共有することが考えられる。また，⑤，⑧では，

共同編集ができるアプリを使用して協働的に作業をすることも考えられる。⑥では，１人

１台の端末を用いて⑤で作成したスライド資料を各自で参照しながら自らの解決策を検討

することも考えられる。⑨では，タブレット端末で発表資料に書き込みながら考えを説明

することも，相手に分かりやすく伝える上で有効であると考える。 

 

(5) 留意事項 

この問題を解くためには，地域の諸事象や地域的特色とともに，産業の発展や生活の向

上と水の使用量の増加を関連付けて考えることが重要である。この問題では，地理的分野

で学習する気候や人口問題及び歴史的分野で学習する高度経済成長という内容と関連する。
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このように他分野との関連にも配慮することによって，社会に関わる事象の相互の関連に

ついて，より深く考えさせることができる。 

①では，生徒が出し合った問いや考えを，追究すべき問いにつなぐことが重要である。

また，生徒が追究の視点にうまく気付けない場合には，③のように，視点の偏りを避ける

ために教師が視点を示す必要があるが，教師が示すことなく，生徒自身に複数の視点に気

付かせるようにすることも考えられる。 
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数  学 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

数と式，図形，関数及びデータの活用の各領域において，基礎的・基本的な知識及び技能，

数学的な思考力，判断力，表現力をみる。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 数と式や図形，関数，統計について，基礎的・基本的な知識及び技能をみる問題である。 

（１）正の数と負の数の四則計算をすることができる。（86.1％） 

（２）文字を用いた式の四則計算をすることができる。（88.7％） 

（３）平方根を含む式の計算をすることができる。（87.0％） 

（４）因数分解をすることができる。（55.1％） 

（５）空間図形における辺の位置関係について，条件を満たす辺を答えることができる。 

（70.2％） 

（６）与えられた条件を満たす比例定数を求めることができる。（76.9％） 

（７）与えられた条件を満たす角の大きさを求めることができる。（66.3％） 

（８）与えられた資料を基に，相対度数を求めることができる。（72.6％） 

 

２ 数と式や図形，統計について，数学的な思考力をみる問題である。 

（１）方程式を用いて与えられた条件を満たす値を求めることができる。（13.0％） 

（２）与えられた条件に基づいて図形を考察し，線分の長さの和を求めることができる。 

（1.7％） 

（３）箱ひげ図を基に，データの分布の傾向を読み取ることができる。（20.6％） 

 

３ 関数や図形について，基礎的・基本的な知識及び技能，数学的な思考力をみる問題である。 

（１）与えられた条件を満たす点のｘ座標を求めることができる。（34.4％）  

（２）与えられた条件に基づいて関数のグラフを考察し，点のｘ座標を求めることができる。 

（10.7％） 

 

４ 図形について，数学的な思考力，表現力をみる問題である。 

与えられた条件に基づいて図形を考察し，二つの図形が相似であることを証明することが

できる。（14.0％） 
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５ 関数について，日常生活の中で問題を解決する場面での基礎的・基本的な知識及び技能，

数学的な思考力，判断力，表現力をみる問題である。 

（１）与えられた条件を満たす直線の式を求めることができる。（48.2％） 

（２）与えられた条件に基づいて関数のグラフを作成することができる。また，作成したグラ

フを基に，Ａ社のドローンが宅配サービスに使用できるかどうかを説明することができ

る。（11.9％） 

 

６ 確率について，基礎的・基本的な知識及び技能，数学的な思考力，判断力，表現力をみる

問題である。 

（１）与えられた条件を満たす確率を求めることができる。（72.8％） 

（２）カードを取り出す順番によって勝ちやすさに違いがあるかどうかを，確率を用いて判断

し，その理由を説明することができる。（9.4％） 

 

※正答率詳細  

２ 指導のポイント 

 

上記の結果から，定着に課題がみられた５を取り上げて説明する。 

 

(1) 育成を目指す資質・能力 

  一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現する力を育成することを目指す。 

数学 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 86.1 0.0 13.4 0.5

(2) 88.7 0.0 10.3 1.0

(3) 87.0 0.0 11.2 1.8

(4) 55.1 5.1 32.6 7.2

(5) 70.2 4.5 23.6 1.7

(6) 76.9 0.4 16.9 5.8

(7) 66.3 0.2 31.7 1.8

(8) 72.6 0.3 22.0 5.1

(1) 13.0 0.0 76.3 10.7

(2) 1.7 0.0 78.1 20.1

(3) 20.6 0.4 78.0 1.0

(1) 34.4 0.3 57.3 8.0

(2) 10.7 0.1 49.0 40.2

４ 14.0 45.8 27.1 13.1

(1) 48.2 0.4 43.3 8.0

(2) 11.9 5.8 64.9 17.4

(1) 72.8 0.3 20.0 7.0

(2) 9.4 11.8 70.1 8.8

５

６

問題番号
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３
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(2) 出題の意図 

   この問題は，日常の事象を対象とした問題解決の場面において，一次関数を用いて事象

を捉え，目的に応じて適切なグラフを作成して考察し，考察したことを説明できているか

を問う問題として作成した。 

  具体的には，Ａ社の所有するドローンが離島への宅配サービスに使用できるか考察する

場面を設定し，まず実験の結果からドローンの飛行時間とバッテリー残量の関係を一次関

数とみなして考え，次にドローンの往復における飛行時間とバッテリー残量の関係を表す

グラフを作成することで，Ａ社のドローンが使用できるか判断し，それを適切に説明させ

る問題として作成した。 

 

(3) この問題を解く力を育成するには 

   この問題を解く力を育成するための学習指導として，例えば，次のようなことが考え

られる。 

  ① 「タブレットを使って動画を60分見ようと考えています。しかし，タブレットの電池

残量が十分ではないので，動画を最後まで見ることができません。動画を最後まで見る

ためには，動画を見る前に何分充電すればいいでしょうか。」という課題を提示する。 

  ② 課題を一次関数を用いて考察させるため，例えば，次のように条件を決める。 

    【条件】 

    ・動画を見る前のタブレットの電池残量は30％である。 

    ・使用するタブレットは，電池残量が20％未満になると，動画をスムーズに見ること 

     ができないため，動画を見終えても電池残量が20％未満にならないようにする。 

    ・早く動画を見たいので，充電する時間を最も短くする。 

  ③ 【条件】を踏まえて課題を解決するために，【条件】以外に知っておかなければいけな

いことはないかを考えさせ，充電時間とタブレットの電池残量の関係，動画の視聴時間

とタブレットの電池残量の関係が分からないといけないことに気付かせる。その後，そ

れぞれの関係についてあらかじめ実験を行った結果をまとめた表を生徒に示す。 

  ④ ③の表を利用して，充電時間とタブレットの電池残量の関係，動画の視聴時間とタブ

レットの電池残量の関係についてペアで考察させ，どちらの関係も一次関数とみなして

考察することを確認させる。 

  ⑤ ④における２つの一次関数を基に，動画を最後まで見るためには，動画を見る前に何

分充電すればいいかを小グループで考えさせる。また，どのようにして考えたかを説明

するために，時間とバッテリー残量の関係を表すグラフも作成するよう併せて指示する。 

⑥ それぞれのグループに，⑤で作成したグラフを示しながら，考えたことを説明させる。

その後，全てのグループの考えを比較・検討することを通し，一次関数を用いて将来を

予測することが可能になることを理解させる。 
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(4) デジタル機器の活用 

③において，課題を解決するために必要だと思うことを共同編集可能なシートに記入さ

せクラスで共有することで，容易に複数の意見を比較させることができる。 

   ⑤において，図形作成ソフトを用いることで，一次関数のグラフを平行移動させるなど

視覚的に考察することができる。また，プレゼンテーションソフトを用いてグラフを作成

することで，他者に考察したことを効果的に説明することができる。 

 

(5) 留意事項 

課題を解決する場面では，グラフを用いて考察させる以外にも，関数の式を用いて考察

させる指導も考えられる。どちらも重要な数学的な考え方であるため，式，グラフのそれ

ぞれのよさについて検討する機会を設けることも大切である。 
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理  科 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

第１分野及び第２分野ともに，基礎的・基本的な知識及び技能，科学的な思考力，判断力，

表現力をみる。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 呼吸や心臓の拍動に関する資料を素材として，基礎的・基本的な知識及び技能，科学的な

思考力，判断力，表現力をみる問題である。 

１（１）肺による呼吸について理解している。（61.1％） 

 （２）肺のつくりの特徴について理解している。（61.0％） 

２（１）心臓のつくりと血液の循環について理解している。（33.7％） 

 （２）弁の働きについて理解している。（48.2％） 

３ 激しい運動時における細胞呼吸について，呼吸数や心拍数の変化と関連付けて考察し，

それを表現することができる。また，１分間に心臓から送り出される血液の量の変化につ

いて，実験の結果を基に考察し，それを表現することができる。 

（Ｇ・Ｈ 15.4％，Ｉ 11.0％） 

 

２ ダニエル電池に関する資料を素材として，基礎的・基本的な知識及び技能，科学的な思考

力，判断力，表現力をみる問題である。 

１ 電離について理解している。（49.9％） 

２ ダニエル電池によるエネルギーの変換について理解している。（77.6％） 

３ ダニエル電池において，電極の表面で起こる化学変化について考察し，それを表現する

ことができる。また，その化学変化を化学反応式で表すことができる。 

（Ｅ 43.0％，ⅰ・ⅱ 41.1％） 

４（１）実験の結果を基に，電池の電圧の大きさを金属のイオンへのなりやすさと関連付け

て考察することができる。（50.1％） 

（２）電池の電圧の大きさ及び電池の＋極と－極について，金属のイオンへのなりやすさ

を基に考察することができる。（25.0％） 

 

３ 太陽の動きに関する資料を素材として，基礎的・基本的な知識及び技能，科学的な思考力，

判断力，表現力をみる問題である。 

１ 日周運動について理解している。（72.9％） 
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２ 冬至の日の太陽の通り道について理解している。（70.2％） 

３（１）夏至の日の太陽の光の当たり方について考察し，それを表現することができる。 

（19.5％） 

 （２）図を基に，太陽の南中高度を求めることができる。（26.8％） 

４（１）太陽の光を光電池に垂直に当てる方法について考察することができる。（31.1％） 

（２）２つの都市における１日の気温の変化の違いについて，太陽の光の当たる角度と関

連付けて考察し，それを表現することができる。（13.3％） 

 

４ 音の伝わり方や光の進み方に関する資料を素材として，基礎的・基本的な知識及び技能，科

学的な思考力，判断力，表現力をみる問題である。 

１（１）空気中での音の伝わり方について理解している。（ａ 65.4％，ｂ 21.4％） 

 （２）実験の結果を基に，空気中を伝わる音の速さを求めることができる。（45.7％） 

２ 光が水から空気中に進むときの屈折の仕方を基に，光の進む道すじについて考察し，そ

れを図で表すことができる。（39.5％） 

３（１）光の反射の仕方を基に，鏡に映る像の位置及び鏡で反射する光の道すじについて考

察し，それらを図で表すことができる。（11.7％） 

 （２）鏡に映る像の見え方について考察することができる。（49.6％） 
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※正答率詳細  

２ 指導のポイント 

 

  上記の結果から，定着に課題がみられた４３（１）を取り上げて説明する。 

 

(1) 育成を目指す資質・能力 

物質やエネルギーに関する事物・現象に関わり，それらの中に問題を見いだし見通

しをもって観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し表現するなど，科学的

に探究する活動を通して，規則性を見いだしたり課題を解決したりする力の育成を目

指す。 

 

(2) 出題の意図 

この問題は，鏡に映る像の位置及び鏡で反射する光の道すじについて考察し，それらを

図で表すことを通して，光が鏡で反射するときの規則性を理解しているかどうかを問う

問題として作成した。 

具体的には，デンタルミラーと洗面台の鏡を使って歯の裏側を観察する場面におけ

る，鏡に映る像の位置及び鏡で反射する光の道すじについて考察し，それらを図で表

すことを通して，物体と像の位置は鏡に対して線対称の位置にあることや，それぞれの

理科 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 61.1 0.0 38.9 0.0

(2) 61.0 1.8 31.5 5.8

(1) 33.7 0.0 66.1 0.2

(2) 48.2 0.4 51.3 0.1

G・H 15.4 9.3 73.4 1.9

I 11.0 1.9 76.1 11.0

１ 49.9 0.0 47.5 2.6

２ 77.6 0.0 22.1 0.3

E 43.0 3.9 44.8 8.3

ⅰⅱ 41.1 0.9 45.9 12.2

(1) 50.1 2.2 42.2 5.5

(2) 25.0 0.0 74.4 0.6

１ 72.9 0.0 23.8 3.2

２ 70.2 0.0 29.5 0.4

(1) 19.5 1.3 77.2 2.0

(2) 26.8 0.0 68.0 5.3

(1) 31.1 5.3 58.2 5.4

(2) 13.3 19.5 60.7 6.5

a 65.4 0.0 31.8 2.7

b 21.4 0.0 70.7 7.9

(2) 45.7 0.4 47.0 6.8

２ 39.5 2.5 52.6 5.4

(1) 11.7 1.8 79.1 7.4

(2) 49.6 0.0 48.2 2.2

１ ２

３

２

３

４

４

３

４

１
(1)

３

問題番号

１

３

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

正答 部分正答 誤答 無答
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鏡で入射角と反射角が等しくなることなどの光の反射の規則性を理解しているかど

うかを問う問題として作成した。 

 

(3) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として，例えば，次のようなことが考えら

れる。自分の後頭部を２枚の鏡を使って見る際の，鏡に映る像の位置及び鏡で反射す

る光の道すじを調べる実験を行い，１枚の鏡を使った実験を通して理解した光の反射の

規則性を適用させて，それらについて考察させる学習活動である。 

① 固定した鏡１に顔の正面を向けたまま，手で持った鏡２の位置を調整して後頭部を見

る実験を行い，その様子を真上から撮影した画像等により，後頭部が見えたときの目，

後頭部，鏡１及び鏡２の位置関係を確認させる。 

② 図１のように，目，後頭部及び鏡１の真上から見た位置関係を模式的に示した方眼紙

を配付する。 

図１ 

 

 

 

 

 

 

 

③ ②の方眼紙上に，鏡２を太い直線で，後頭部からの光の道すじを細い直線でそれぞれ

かかせる。その際，光の反射の規則性を適用させて，鏡１と鏡２に映る後頭部の像の位

置を 印で，補助線を破線でかかせる。  

④ ③でかかせた図のうち数人のものを比較しながら，像の位置や光の道すじについて考

察させることで，図２のとおり，後頭部と像２の位置，像２と像１の位置が，鏡２，鏡

１のそれぞれに対して線対称の位置にあることや，それぞれの鏡で入射角と反射角が

等しくなることなどの光の反射の規則性を見いださせて理解させる。 

図２ 
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(4) デジタル機器の活用 

①における画像等の撮影による鏡，頭，目の位置関係の確認，②～⑤における共同編集

可能なシートの使用による図の作成や共有，①～⑤における学習支援ソフトによる全体へ

の図の提示等で，デジタル機器の活用が考えられる。 

 

(5) 留意事項 

①で位置関係を確認させる際は，お互いに画像等の撮影をさせるなど，他者と協働

的に取り組めるように工夫することも大切である。また，光が鏡で反射するときの幾

何光学的な規則性を見いだして理解させるためには，図１や図２のような作図をさせ

る際に，方眼紙の線や交点，マスの数等に留意し，予め教師が，目，後頭部及び鏡の

位置を方眼紙上に適切に定めておくことが必要である。 
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英  語 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

英語で簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーショ

ンを図るために必要な知識及び技能，思考力，判断力，表現力を総合的にみる。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 英語による放送を聞き，その内容を理解する能力及び自分の考えを表現する能力をみる問

題である。 

Ａ 対話の概要や要点を理解し，質問に対する応答として最も適切な英文や図を選ぶことが

できる。(No.1 81.5％, No.2 73.4％, No.3 58.0％) 

Ｂ 対話の概要や要点を理解し，対話を続けるための質問を英文で書くことができる。 

(24.2％) 

Ｃ 英文の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わるように英

文を書くことができる。(7.1％) 

 

２ 対話文と資料を読み，その内容について理解する能力をみる問題である。 

 １ 英語の特徴やきまりを理解し，適切な語を選ぶことができる。(58.6％) 

 ２ 対話文の流れに合った適切な語を考えて書くことができる。(35.7％)  

 ３ 内容の展開を的確に捉えることができる。(67.9％) 

 ４ 対話文と資料の概要や要点を理解し，必要な情報を捉えることができる。(22.7％) 

 ５ 場面や状況に応じた適切な表現を選ぶことができる。(34.2％) 

 

３ 長い文章を読み，その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題である。 

 １ 文章の要点を理解し，英語による質問に英語で適切に応答することができる。 

((1) 43.1％，(2) 27.7％) 

２ 与えられた語を適切に並べかえることができる。(34.9％) 

３ 指示された内容に合った適切な英文を選ぶことができる。(71.3％) 

４ 文章の流れに合った適切な語を考えて書くことができる。(23.0％) 

 ５ 文章の概要や要点を理解し，本文の内容に合った英文を選ぶことができる。(38.0％) 

 ６ 文章の概要や要点を理解し，自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書くこと

ができる。(5.4％) 
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４ 日常生活の場面において，資料を基に表現内容を工夫してコミュニケーションを行う能力

をみる問題である。 

Ａ 対話が自然につながるように，適切な英文を書くことができる。  

(ア 31.9％，イ 16.1％) 

Ｂ コミュニケーションの目的や場面，状況に応じて，自分の考えが読み手に正しく伝わ

るように英文を書くことができる。(11.8％) 

 

※正答率詳細 

 

２ 指導のポイント 

 

上記の結果から，定着に課題がみられた１Ｃを取り上げて説明する。 

 

(1) 育成を目指す資質・能力 

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話

題について，外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現したり

伝え合ったりすることができる力の育成を目指す。 

 

 

英語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

№1 81.5 0.0 18.3 0.2

№2 73.4 0.0 26.4 0.2

№3 58.0 0.0 41.8 0.2

Ｂ 24.2 26.2 39.7 9.9

Ｃ 7.1 36.7 41.3 15.0

１ 58.6 0.0 41.2 0.3

２ 35.7 3.3 53.3 7.7

３ 67.9 0.0 31.5 0.6

４ 22.7 0.2 76.6 0.5

５ 34.2 0.0 65.2 0.6

(1) 43.1 12.0 35.4 9.5

(2) 27.7 17.4 40.8 14.1

２ 34.9 0.5 62.2 2.4

３ 71.3 0.0 28.4 0.3

４ 23.0 1.3 65.4 10.3

５ 38.0 0.6 60.3 1.1

６ 5.4 22.9 45.0 26.7

ア 31.9 21.5 36.7 9.9

イ 16.1 25.2 41.9 16.8

Ｂ 11.8 49.2 33.1 5.9

４

１

Ａ

１

２

問題番号

Ａ

３

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

正答 部分正答 誤答 無答
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(2) 出題の意図 

この問題は「聞くこと」と「書くこと」の２つの領域を統合した問題である。日常的な

話題について聞いたことに基づいて，自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書

くことができるかどうかを問う問題として作成した。 

具体的には，父親への誕生日プレゼントを何にすればよいか相談する場面で出てきた， 

「父親自身に何が欲しいかを尋ねるべきだ」という意見に対して，自分の考えとその理由

が読み手に正しく伝わるよう，文と文のつながりなどに注意して論理的な英文を書くこと

ができるかどうかを問う問題として作成した。 

 

(3) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として，例えば，中学校第３学年のある単

元において，次のような展開が考えられる。 

① 「海外から来日して間もないＡＬＴの〇〇先生に日本での夏休みの過ごし方を提案す

るために，〇〇先生から得た情報や自分の考えを踏まえてまとまりのある英文を書くこ

とができる」という単元の目標を設定し，生徒と共有する。 

② これから○○先生が自分の関心のある事柄について話をしている動画を視聴すること

を生徒に告げ，どのようなことが話されるのかについて事前に推測させるとともに，推

測したことを全体で共有させる。 

③ ②で推測したことを意識しながら，生徒各自のタブレット端末で動画を視聴させる。

その際，「日本での夏休みの過ごし方提案書」を書くために必要であると思われる情報

として聞き取ったキーワードを書いておくよう指示する。 

④ 教師は自らが考えた提案書を手本として全体に提示し，提案書には提案したいことと

その理由を書くことが必要であることや，提案書にふさわしい表現があることに気付か

せる。 

⑤ ペアになって，自分が提案したいこととその理由を口頭で伝え合う活動を行うことを

告げ，③で書いておいたキーワードを頼りに発表用の簡単なメモ（文でも語句でも可）

を作成させる。 

⑥   ペアでメモを頼りに提案したいこととその理由を互いに口頭で伝えさせる。聞き手か

らの意見や感想を考慮に入れながら，伝えたい内容をまとめ，提案書を書かせる。 

⑦ ⑥のペアで提案書を交換して読み合い，英語使用の正確さと内容の改善点について指

摘をさせる。 

⑧ 教師は⑥，⑦の活動中に行った机間指導で得た気付き（生徒同士のよい指摘の例や,

生徒同士で気付けなかったポイントなど）について，全体でフィードバックを行う。そ

の後，生徒に教師のフィードバック及び⑦の読み手の指摘を考慮に入れながら，⑥で書

いた提案書を修正させる。 
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⑨ 教師は完成した提案書を事前にＡＬＴに渡し，どのようなコメントを述べるか打合せ

をしておく。 

⑩ 次の授業でＡＬＴは提案内容についてコメントを述べ，教師は表現内容の適切さや英

語使用の正確さについてフィードバックを行う。 

 

このような言語活動を計画的・系統的に行わせることによって，聞いたことに基づいて，

自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力を育成することができると考えら

れる。 

 

(4) デジタル機器の活用 

   ③のようにタブレット端末を用いて個別に映像を視聴させることで，生徒はそれぞれ必

要に応じて音声を繰り返し聞いたり，再生速度を変更したりして情報を得ることができる。

また，⑧，⑩のようにフィードバックを行う場面では，電子黒板等を活用して，注目させ

たい部分を拡大したり，修正や助言を書き込んだりすることで生徒の理解を促すことがよ

り効果的に行えると考えられる。 

 

(5) 留意事項 

読み手にとって読みやすく分かりやすい英文を書くためには，I think などの表現を用

いて自分の意見を述べたり，because や so などの接続詞を用いて自分の意見や主張とそ

の理由や根拠の関係を明確にしたり，first や second などの副詞を用いて内容を整理して

述べたりすることが考えられる。また，「書くこと」におけるつまずきには，綴りや語順，

文法，語彙だけでなく，発想や情報整理，文章構成など，様々なものが見られる。⑧，⑩

のように全体でフィードバックを行うほか，生徒一人一人をよく見取り，個の習熟度に応

じて，ヒントを示したり，辞書の使用を促したり，直接的・間接的に誤りの修正を行った

りすることで，徐々に正確に書けるように指導することが必要である。 

   学習の自己調整を図ることができるようにさせるためには，①で単元における自己目標

を設定させ，目標達成のための工夫について考えさせるなど，振り返りの視点をもたせて

おくことも有効である。振り返りは適宜行わせ，単元の終了時や学期末には自己目標の達

成状況のほか，変容の自覚やその理由についての振り返りをさせたり，次の課題を明確化

させたりすることも考えられる。 

 



Ⅲ　令和４年度学力検査問題，採点基準
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